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スマホ、タブレット調査結果
11月上旬に実施した、児童専用のスマホ、タブレットの所有数・
フィルタ設定数の調査結果をお知らせします。
小学生では自分で管理する力が育っていません。子供を健康被

害から守り、ネットトラブルに巻き込まれないようにするために
も、フィルタを設定する、時間を決める、使用場所を限定するな
どの約束を立てて有効活用できるようにお願いします。

「教訓を生かした健康・安全」

校 長 大 谷 裕 紀

今年は、１月以降、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、東京オリンピッ
クの延期、各種イベントの中止や各プロスポーツも開幕を遅らせるなど、ま
た、全国一斉で学校が休校、そして初めての分散登校になるなど、大変な一
年になりましたが、振り返ると、一連の騒ぎから、いくつかの教訓が得られたの
ではないでしょうか？
まず、科学的知識を基に「正しく恐れる」ことが大切であると言うことでした。

コロナウイルスは、はしかのウイルスのように空気感染はしないと言うことが解
っています。消毒、手洗い、換気などで感染を抑止できると言うことです。
次に、論理的に考え、冷静な行動が大切であると言うことです。「トイレット

ペーパーがなくなる」というデマによる買い占めで、全国の店頭からトイレット
ペーパーがなくなるという社会現象が起きました。デマが、ＳＮＳであっという
間に拡散し、ネット社会の危険性も考えさせられた事件になりました。また、
差別や中傷への強い憤りを感じた人も多かったと思います。国内では、クル
ーズ船に乗っていたと言うことだけで悪人呼ばわりされたり、医療関係の仕事
をしているだけで、子供が保育園の登園を断られるニュースもありました。地
方で感染すると、そこに住めなくなるから、都会で暮らしている親族に田舎に
は帰ってくなと言うのも悲しい話です。海外では、アジア人だというだけで暴
行をされたという事件もありました。
最後に、責任ある行動が大切であるということです。ウイルスの陽性反応が

出たために自宅待機を求められた人が「ウイルスをばらまいてやる」と飲食店
をはしごしたニュースや隔離されたホテルを抜け出し温泉施設へ行った感染
者のニュースには怒りを覚えた人も多かったのではないでしょうか？
さて、12月、冬休みになります。クリスマス、年末年始を挟んでのお正月で

す。本来であれば、初詣でなど人混みに出かける機会が多いはずですが、
感染者が増えている中、例年通りとはいかないのかもしれ
ません。交通事故などに十分気を付けること。冬の時期だ
から、インフルエンザにも注意すること。そして、新型コロ
ナウイルスから得た教訓を基に、体調が悪い時には出掛
けないことや、マスクの使用やせきエチケットなど、自分の
健康だけでなく友人や周りの人のことも考え、責任ある行
動が求められます。

玉 の 井

１ ２ 月 の 主 な 行 事 予 定

１ 火 基礎基本

２ 水 元気タイム
修学旅行代替行事
熊谷市貧血検査、小児習慣病予防検診

３ 木 基礎基本

４ 金 全校朝会（人権） 委員会

５ 土

６ 日

７ 月 朝読書 くまなびスクール

８ 火 基礎基本 代表委員会
９ 水 元気タイム

親善タグラグビー大会

10 木 登校指導 基礎基本

11 金 学年の時間 クラブ

12 土

13 日

14 月 朝読書
15 火 基礎基本

16 水 元気タイム

17 木 基礎基本

18 金 たて割り活動 クラブ

19 土

20 日

21 月 朝読書
22 火 基礎基本

読み聞かせ（6年、ゆりひま）

23 水 元気タイム
24 木 全校朝会 木曜日課 5時間

アシスト配布
25 金 ▽冬季休業日（～１／ 7）

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

１月の主な行事予定
１日(火) 元旦
７日(木) 冬期休業日最終日
８日(金) 通常授業（5時間）弁当持参

全校朝会 書初め制作会
１２日(火) 給食開始 学校訪問
１４日(木) 5，6年検証テスト
１５日(金) 委員会活動
１９日(火) PTA新現本部役委員会
２２日(金) クラブ
２３日(土) PTA資源回収
２６日(火) PTA全体役員会
２８日(木) 教育相談日
２９日(金) クラブ見学

＊ 予定は変更になることもあります。

「傾聴」という言葉を知っていますか？

教育相談主任 田村 瑞枝
最近、お子さんとどんな会話をしていますか？平日、忙しいとなかなかゆ

っくり話を聞いてあげられなかったり口うるさく言ってしまったりすること
も多いのではないでしょうか。「はやくごはんを食べなさい。」「はやくお風
呂にはいりなさい。」「はやく歯みがきしなさい。」など、「はやくはやく」が
口癖になっていて、そして、寝るときになって、冷静になってみると、「あ
ぁ、今日もせかしすぎちゃったかなぁ・・・。」と反省・・・。実は平日の
家での私がそうです。みなさん、そんな時はどのようにしていますか？悩み
どころですよね。
今回は、カウンセリングの技法の 1つ、「傾聴」を紹介します。傾聴とは、

相手を受け入れること、相手の話に耳を傾けることです。お子さんが学校の
出来事を話し始めたら、それをうなづきながらよく聞いてあげるだけです。
相手に話をさせるために、話の途中で、意見や感想は言いません。最後まで
傾聴することによって、お子さんのいつもと違う一面を発見できるかもしれ
ません。また話しきることによって、子供は充足感も得られます。毎日忙し
いと思いますが、少しでもちょっとした時間を作ってみませんか？私も実践
していきたいと思います。

人数 割合

児童専用スマホ・タブレット所有 138/449人 31%

フィルタリング設定数 90/138人 65%


